






要旨:滋賀県においても、滋賀県保健衛生協会、滋賀県健康福祉部ならびに、滋賀県内の

産婦人科・小児科の医療機関の協力を得て、ウィルソン病スクリーニングを開始した。

この過程で様々な問題が提起されてきた。産婦人科医の負担が大きい事,再採血料の負担

の問題新生児期にセルロプラスミン低値の者が、必ずウィルソン病を発症するのか,治療

を試みた場合、発症予防成績はどのように判断するのか,検査で「陰性」で将来発症した

場合、どのように対処するのかといった問題がある。今後は、研究班として検査陽性者の

検査内容や検査時期、そして、スクリーニング症例に対する治療方法についてのガイドラ

インを作製していく必要があろう。


